
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

新
入
生
の
不
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く
た
め
に
！

富山大学生協

新入生サポートセンター(推薦生向け）

取り組み概要

日時：2022年12月17日～12月18日
場所：富山大学生協本店食堂
参加者数や組合員の反応：
17日：20名 18日：18名 計38名

POINT.1

新入生サポートセンターでは、未来の組合員である新入生に向けて、
生協共済の加入のサポート・住まいないし商品の提案を行っていまし
た。アドバイザー（学生委員会）は、来場された方々一組に一人ずつ
対応し、丁寧な提案を行っていました。また自大学の先輩として、
「先輩の生の声」に基づいた、大学生活を始めるに当たっての不安解
消の手助けや、学生委員会が行っている新学期向けの企画を宣伝する
ことで、未来の組合員がよりよい暮らしを始められるような工夫がな
されていました。

未来の組合員に向けて

POINT.2

生協共済については、富山大学オリジナルで作成している加入台資
料を活用し、来場された新入生・保護者の方々にわかりやすく説明す
ることに努めていました。
資料は今年版として改良されており、新共済についても反映されて

いました。
アドバイザーは資料を活用し、分かりやすく生協共済について提案

するために、夏休み明けから資料作成・練習をしていたようです。
加入台資料はUNIV EXPO資料から閲覧できます。

資料の活用で分かりやすく伝える

背景や概要：
これから大学生活を始める新入生の不安
を取り除くため、生協共済の加入や住ま
い決定のサポート、商品の提案を行った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 羽根 裕太郎 ] 
hane.yutaro@univ.coop

POINT.3

新入生サポートセンター住まいブースは、地域の不動産屋さんや、
アパート組合の大家さんと作り上げていました。
物件表を見て内見する住まいが確定したら、不動産屋さんもしくは

アパート組合の大家さんが来場された方々と一緒に内見を行うことで、
入学後の住まいに関する問題を解決することができ、新入生・保護者
の方の安心につながる工夫がなされていました。

地域の方々との協力

全国大学生協連
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